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	KRABドメイン含有ジンクフィンガータンパク質（KRAB-ZFP）の核コリプレッサー。ヌクレオソームリモデリング・脱アセチル化（NuRD）複合体のサブユニットであるCHD3と、ヒストンH3のLys-9を特異的にメチル化するSETDB1（H3K9me）をKRAB標的遺伝子のプロモーター領域にリクルートすることで、遺伝子サイレンシングを誘導する。
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	KAP1 抗体を使用した K562、C6、3T3、Hela 溶解物中の KAP1 のウエスタン ブロット分析。
	

	KAP1抗体とDAPI（青）を用いたHela中のKAP1（緑）の免疫細胞化学分析
	

	KAP1抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。

